




























































































れている。そこで，用語の整理から始めよう。OED（The Oxford English Dictionary）における定義を
みると，そこでは，フィランスロピーには二つの意味があるとされ，ひとつは人類愛（a love of
humankind），そしてもう一つは，実際的な善行，特に大規模なチャリティ（practical benevolence,












盻 The Oxford English Dictionaryを参照。

































































眥 山内直人編『NPOデータブック』有斐閣, 1999. 5. NGOは非政府組織を意味し，国境を越えた国際的な場面で活
動するものに充てられる。NPO研究フォーラム（1998）『NPOが拓く新世紀』pp.11-31。Lester M.Salamon, and
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序論　フィランスロピー研究の現代的意義と用語の整理（岡村東洋光）
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７　メセナ（mécénat）
最後に，メセナである。企業が主として資金を提供して文化，芸術活動を支援する活動は，しば
しば「メセナ（mécénat仏語で文化の擁護を意味する）」と呼ばれる。ただし，事業主催などのよう
な，資金以外の経営資源（人材・施設等）による支援も少なくない。
欧米では1960年代から始まった。1967年に設立されたアメリカの企業芸術擁護委員会（BCA），
1976年に設立されたイギリスの芸術助成協議会（ABSA），1979年に設立されたフランスの商工業メ
セナ推進協議会（ADMICAL）などの団体が活動している。日本では，1990年に企業メセナ協議会
が発足した際，「即効的な販売促進・広告宣伝効果を求めるのではなく，社会貢献の一環として行う
芸術文化支援」という意味で「メセナ」という言葉を導入し，一般に知られるようになった。その
後，マスコミなどを通じてこの言葉が広まっていく過程で，教育や環境，福祉なども含めた「企業
の行う社会貢献活動」という，広義の解釈でも使用されるようになってきている。
上記協議会の調査によると，芸術と他の分野を組み合わせた「複合型メセナ」も多くみられ，内
訳の数値は，「まちづくり・地域活性化」（52.4％），「青少年教育」（49.5％）「国際交流・多文化共生」
（33.0％）となっている。また，2007年度の調査結果（2006年度の活動実績）では，メセナ活動の目
的として，「社会貢献の一環として」（92.2％）と回答した企業が最多。次いで，「地域社会の芸術文
化振興のため」（66.9％），「芸術文化全般の振興のため」（53.5％），「長期的にみて自社のイメージ向
上につながるため」（52.0％），がいずれも過半数となっている（20）。われわれのフィランスロピーの
定義は，「民間非営利の自発的な弱者救済行為」なので，メセナは概ねこれには当てはまらないが，
「民間非営利の自発的な公益活動」ではある。
むすび
以上，「NPO（NGO）」「非営利活動」「第三セクター」「社会的経済」「ボランタリー・セクター」
「コミュニティ・セクター」「非営利セクター」「市民社会」「メセナ」等など，ここで取り上げた多
くの概念は，総じて「民間非営利の自発的な公益活動」を指し，それらは相互に重なり合う部分が
大きい。組織の呼称が異なるのは，それらの組織を創設した目的や動かす人々の問題関心が異なる
からである。その組織の目的には，現状維持を前提として，問題点を解決するというだけではなく，
睛 企業メセナ協議会のホームページhttp://www.mecenat.or.jp/about_mecenat.htmlを参照。次のような活動が挙
げられている。企業の芸術文化支援についての，
１．啓発・普及：セミナー等の開催｜各種メセナ・プログラムの開発 ほか
２．調査・研究：実態調査の実施｜芸術・文化に関するテーマ別研究 ほか
３．情報集配：データベース「メセナビ」の公開｜機関誌，書籍の発行 ほか
４．顕彰：優れたメセナ活動を顕彰する「メセナ アワード」の実施
５．国際交流：世界各国のメセナ組織との交流
６．助成：芸術活動への寄付を促す「助成認定制度」の運営
社会の在り方自体を変えようとする問題関心を有するものも多々ある。その目的や活動が「弱者救
済行為」を含むならば，フィランスロピーと重なることになる。
ところで，これらの活動が注目された契機としては，福祉国家が行き詰まった1970年代以降，公
共セクターの活動ではうまく解決できない問題に対し，機動的に，かつ，安上がりに活動・対処す
るものとして位置づけられた。つまり，財政負担の回避策の一つとして，小さな政府を目指す思潮
のなかで注目され，取り上げられた。
もう一つは，1990年代以降，社会主義の崩壊に伴う民営化とグローバリズムの展開の中で，市場
ベースでは採算の取れない領域，企業が参入しない領域に関して，「民間非営利の自発的な公益活動」
が注目されてきた。その際，多少なりとも英米の社会事情に詳しい人々の間には，政府にとって財
政負担の少ない，安上がりの福祉（や救貧）を実現する手段・手法として「民間非営利の自発的な
公益活動」の活用を推奨するという思潮が見られた。
さらには，環境問題に関連して，企業の私的利益の追求は社会の利益や環境にやさしくあるべき
という制約条件が考慮されるようになったので，その観点から社会的企業の類が増えてきている。
社会の利益という概念の中に，「弱者救済行為」を含むならば，社会的企業の活動も，フィランスロ
ピーと重なる部分が出てくる。
われわれの立場は，一つは，金澤（2008）等が指摘しているように，フィランスロピーは元々近
代イギリス社会の存続にとって，欠かすことのできない装置であり，（イギリス）近代社会にとって
不可欠の要素であるがゆえに，フィランスロピーの現代的意義を考える際，このことを忘れてはな
らない，という視座を持っている点にある。
もう一つは，福祉を安上がりに抑えるためではなく，そもそもわれわれが暮らしてきた近代は福
祉社会を構成して来たのであり，そのあり方は当該の社会と時代において，多様な種差をもった，
政府・地域社会・企業・家族等々という福祉エージェントが活動するものであり，われわれはその
福祉社会の再建を構想する一環として，フィランスロピーを位置づけようとしている点にある。
また，英国保守党首のキャメロンのいう「ビッグソサエティ」という理念，すなわち，中央から
地方への権限を移譲するとともに，地方の行政サービスは，ボランティアや地域コミュニティが支
えるという社会の創造という理念には，「民間非営利の自発的な公益活動」の活用が組み込まれてい
る。また，そこには市場をベースとし，CSRに配慮した企業活動の活性化といった観点も含まれる
であろう。急速に進む，わが国の少子高齢化社会においても，こうした方向性は参照されるべきで
あるが，上のような政府主導型の仕組みではなく，他方で，社会的経済Social Economyに繋がる連
帯経済的な要素もまた，考え得るだろうし，福祉社会の再建という目標を想起するならば，多様な
福祉エージェントの一環として，フィランスロピーの重要性が明らかになるであろう。
付言しておけば，われわれはフィランスロピーが社会問題の解決に寄与したと考えるが，問題を
根本的に解決したとは考えていない。フィランスロピーは，あくまで「民間非営利の自発的な弱者
救済行為」（行為の主体は個人・企業家・組織を問わない）であり，すべての人の救済や，すべての
問題を解決する義務を負ってはいない。国家福祉と比べれば，資金規模は小さいが，機動的で柔軟
に対応できる，民間の自発的なセーフティネットなのである。
（おかむら・とよみつ　九州産業大学経済学部教授）
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